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⡿ᅜ・ⱥᅜ・OECDにおける༤ኈ課⛬ಟ者に関する調査動向 

㸦༤ኈேᮦデータ࣋ース構築のための基♏調査） 

 
㰻⸨⤒ྐ㸦文部科学┬ 科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤ） 

 

�� ᾏእࡿࡅ࠾༤ኈㄢ⛬ಟ⪅㛵ࡿࡍㄪᰝࡢ⫼ᬒ 
文部科学┬・科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤでは「科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策における『ᨻ策のための科学』」

のデータ・情報基┙の一環として、༤ኈ課⛬ಟ者の状ἣᢕᥱࢩステ࣒である༤ኈேᮦデータ࣋ースの

構築を計画している。本ㅮ₇では、༤ኈேᮦデータ࣋ース構築の基♏調査として行ったᾏ外の༤ኈ課⛬

ಟ者調査の結果を⤂する。 
OECD においては、CDH㸦Careers of Doctorate Holders）プロジ࢙クトとして、ྛᅜの༤ኈ課⛬ಟ

者調査の結果を集し、ᅜ㝿ẚ㍑をᐇしている。また、⡿ᅜにおいては༤ኈ課⛬ಟ時の調査であ

る SED㸦Survey of Earned Doctorates）が 1957 年に㛤始されたᚋ、༤ኈ課⛬ಟ者の㏣㊧調査 SDR
㸦Survey of Doctorate Recipients)が 1973 年に㛤始され、ᩘ 十年にࢃたるデータおよࡧ調査・分析ᢏ⾡

の✚がある。ⱥᅜにおいては 2002 年に調査యไをๅ新し、༞業の⣙ 3 年༙ᚋの㏣㊧調査を見ᤣえて

高等ᩍ⫱機関の༞業生に対する調査 DLHE㸦Longitudinal Destinations of Leavers from Higher 
Education）をᐇしている。OECD における CDH、⡿ᅜにおける SED、SDR、ⱥᅜにおける DLHE
をᴫㄝする。 

 
�� 2(&' ࡿࡅ࠾ &'+㸦&DUHHUV RI 'RFWRUDWH +ROGHUV㸧 

OECD、Eurostat、UNESCO のඹ同タ⨨のᙧで 2004 年に CDH が❧ࡕ上ࡆられた。ඖ来 CDH は一

ᅜ全యにおける༤ኈྕྲྀ得者㸦ᾏ外にᒃ住していることが明らかな者は㝖く）を対象として、現役ୡ代

の全༤ኈྕྲྀ得者に関する情報をᢕᥱしようとするものであった。ྛᅜにおける集計対象は、参↷年に

ᙜヱᅜにᒃ住している 69 ṓ௨ୗの༤ኈ課⛬ಟ者全యである。⾲ 1 は 2010 年における CDH の調査結

果から、༤ኈྕྲྀ得者の㞠用部門と、現ᅾの仕事と༤ኈྕの関ಀを♧している。 
 

⾲ 1㸸ྛᅜにおける༤ኈྕྲྀ得者の㞠用部門およࡧ༤ኈྕと仕事との関ಀの認識

ᴗ㒊㛛 ᨻᗓ㒊㛛
㧗等教育

㒊㛛
非Ⴀ利
㒊㛛

䛭のの
教育㒊㛛

㞠⏝㒊㛛
᫂

㛵ಀ
している

㒊分的に
㛵ಀしている

㛵ಀ
していない

ベルギー㻌㻔2009ᖺ㻕 33.4% 11.8% 41.7% 11.0㻑 2.1㻑 0.0㻑 39.2㻑 32.2㻑 28.6㻑

ブル䜺䝸䜰㻌㻔2009ᖺ㻕 5.1% 28.3㻑 58.5% 6.2㻑 1.5% 0.4㻑 84.7% 10.7㻑 4.7%

ク䝻䜰チ䜰㻌㻔2009ᖺ㻕 9.8㻑 29.3㻑 59.2㻑 0.9㻑 0.8㻑 0.0㻑 73.6㻑 22.3㻑 4.1%

䝕ンマーク㻌㻔2008ᖺ㻕 36.9㻑 33.1% 30.0㻑 0.0㻑 0.0㻑 0.0㻑 - - -

䝝ン䜺䝸ー㻌㻔2009ᖺ㻕 8.6㻑 31.8% 57.7% 1.8% 0.1㻑 0.0㻑 80.8㻑 14.6㻑 4.6㻑

䜰イスランド㻌㻔2009ᖺ㻕 18.3% 29.5㻑 46.1㻑 3.9㻑 2.2㻑 0.0㻑 - - -

イスラエル㻌㻔2009ᖺ㻕 - - - - - - 61.0㻑 25.2㻑 13.8%

ラト䝡䜰㻌㻔2009ᖺ㻕 14.3% 25.9㻑 57.7% 0.4㻑 1.8% 0.0㻑 45.2㻑 35.2㻑 19.6㻑

䝸ト䜰ニ䜰㻌㻔2009ᖺ㻕 13.6㻑 20.2㻑 60.6㻑 0.4㻑 5.2㻑 0.0㻑 49.9㻑 37.7% 12.4㻑

マル䝍㻌㻔2009ᖺ㻕 4.9㻑 18.0㻑 70.6㻑 4.6㻑 1.9㻑 0.0㻑 78.3% 14.6㻑 7.1%

䜸ラン䝎㻌㻔2009ᖺ㻕 34.3% 15.3% 28.0㻑 20.0㻑 2.5㻑 0.0㻑 41.5% 39.5㻑 19.0㻑

䝫ーランド㻌㻔2008ᖺ㻕 7.7% 0.0㻑 91.8㻑 0.5㻑 0.0㻑 0.0㻑 76.8㻑 17.2㻑 6.0㻑

䝫ルト䜺ル㻌㻔2009ᖺ㻕 2.6㻑 8.4% 85.3% 3.2㻑 0.5㻑 0.0㻑 52.3㻑 46.6㻑 1.1%

ルーマニ䜰㻌㻔2008ᖺ㻕 10.2㻑 19.1㻑 65.2㻑 0.7㻑 4.8% 0.0㻑 81.0㻑 14.3% 4.7%

䝻シ䜰㐃㑥㻌㻔2009ᖺ㻕 15.3% 21.5㻑 62.7㻑 0.1㻑 0.4㻑 0.0㻑 73.6㻑 21.9㻑 4.4%

ス䝻ベニ䜰㻌㻔2009ᖺ㻕 19.2㻑 23.4㻑 53.7% 2.3㻑 1.5% 0.0㻑 74.5% 20.2㻑 5.3%

ス䝨イン㻌㻔2009ᖺ㻕 15.1% 38.4% 42.7㻑 3.8% 0.0㻑 0.0㻑 63.6㻑 20.5㻑 15.9㻑

ྎ‴㻌㻔2009ᖺ㻕 5.7% 12.9㻑 79.9㻑 1.4% 0.1㻑 0.0㻑

トルコ㻌㻔2009ᖺ㻕 11.5% 14.9㻑 72.7㻑 0.3㻑 0.6㻑 0.0㻑 86.2㻑 10.0㻑 3.8%

⡿ᅜ㻌㻔2008ᖺ㻕 32.7㻑 9.7㻑 43.5% 12.8㻑 1.3% 0.0㻑 65.7㻑 26.0㻑 8.3%

出㻦㻌㻻㻱㻯㻰㻘㻌㼎㼍㼟㼑㼐㻌㼛㼚㻌㻻㻱㻯㻰㻛㼁㻺㻱㻿㻯㻻㻌㻵㼚㼟㼠㼕㼠㼡㼠㼑㻌㼒㼛㼞㻌㻿㼠㼍㼠㼕㼟㼠㼕㼏㼟㻛㻱㼡㼞㼛㼟㼠㼍㼠㻌㼐㼍㼠㼍㻌㼏㼛㼘㼘㼑㼏㼠㼕㼛㼚㻌㼛㼚㻌㻯㻰㻴㻌2010のබ⾲䝕ー䝍より➹⪅స成

ὀ1）㻌ベルギー、䝝ン䜺䝸ー、䜸ラン䝎、ス䝨インの䝕ー䝍は1990ᖺ以㝆のಟ⪅をᑐ㇟としている䚹

ὀ2）㻌ベルギー、マル䝍、䝻シ䜰㐃㑥の䝕ー䝍は70ṓ以上の༤ኈྕྲྀ得⪅をྵ䜣でいる䚹

ὀ3）㻌䝻シ䜰㐃㑥の䝕ー䝍は、◊✲⪅もしくは教ဨとして㞠⏝されている⪅に㝈䛳ている䚹

ὀ4）㻌ス䝨インの䝕ー䝍は༤ኈྕྲྀ得⪅の⠊ᅖがไ㝈されている䚹

ὀ5）㻌トルコの䝕ー䝍はእᅜ人が㝖እされている䚹

ὀ6）㻌⡿ᅜの䝕ー䝍は⡿ᅜእのᶵ㛵の༤ኈྕྲྀ得⪅、人文分㔝の༤ኈྕྲྀ得⪅は㝖እされている䚹

㞠⏝されている（自Ⴀᴗྵむ）༤ኈྕྲྀ得⪅の㞠⏝㒊㛛
㞠⏝されている（自Ⴀᴗྵむ）༤ኈྕྲྀ得⪅の

現ᅾのと༤ኈྕとの㛵ಀのㄆ識
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CDH ンプリング調査、ᅜໃ調査から༤ኈྕྲྀ得者の学ࢧ、の対ᛂの方法はᅜによって様々であり

Ṕを集計したデータ、それらの⤌ࡳ合ࢃせなどྛᅜの⊂自の方法で調査が行ࢃれている。ྛᅜそれぞれ

の CDH の対ᛂに関する工夫はあるものの 69 ṓまでのᗈ範な༤ኈྕྲྀ得者のデータを正確にᩚഛして

いるᅜは少ない。また、これから༤ኈ課⛬ಟ者の調査を㛤始することはẚ㍑的容᫆であるが、ᅜ内ᒃ

住者全యから༤ኈྕྲྀ得者を調査することはᅔ㞴である。このⅬを考慮し、┤㏆の༤ኈྕಟ者の㐍㊰

に関する࣐イクロデータを用いて、㏆年の༤ኈྕྲྀ得者の㐍㊰等を調査・分析するᯟ⤌ࡳ

㸦KnowINNO-CDH）が時㝈プロジ࢙クトとしてᐇ中となっている。 
 

�� ⡿ᅜ࣭ⱥᅜࡿࡅ࠾༤ኈㄢ⛬ಟ⪅㛵ࡿࡍㄪᰝᴫせ 
 OECD でᐇされているᅜ内のᒃ住者全యの CDH に関する⡿ᅜのඖデータは SDR であり、㏆年の

༤ኈྕྲྀ得者に関する KnowINNO-CDH にᥦ出しているⱥᅜのඖデータは Longitudinal DLHE であ

る。⡿ᅜ、ⱥᅜඹに༤ኈ課⛬ಟ時・┤ᚋにおける調査である SED、Early DLHE がそれぞれの土ྎ

となっている。 
 ⡿ᅜにおける SED およࡧ SDR は NSF䠄National Science Foundation㸸⡿ᅜᅜ❧⛉学㈈ᅋ䠅➼䛜調査

を⤫ᣓし、ࢩカࢦ大学の NORC䠄National Opinion Research Center䠖⡿ᅜୡㄽ研究䝉ン䝍ー䠅䛜ㄪ査ᐇົ

䜢ᢸ䛳䛶䛔䜛䚹୍᪉、ⱥᅜ䛻䛚䛡䜛 DLHE は HESA㸦Higher Education Statistics Agency䠖高等ᩍ⫱⤫計

ᒁ）が調査を⤫ᣓしている。⡿ᅜ・ⱥᅜにおける༤ኈ課⛬ಟ者調査の調査基┙を⾲ 2 に♧す。 
 

⾲ 2㸸⡿ᅜ・ⱥᅜにおける༤ኈ課⛬ಟ者調査の調査基┙ 

༤ኈㄢ⛬ಟ時の調ᰝ
༤ኈㄢ⛬ಟᚋの

㏣㊧調ᰝ
㧗等教育ᶵ㛵

༞ᴗ┤ᚋの調ᰝ
㧗等教育ᶵ㛵

༞ᴗᚋの㏣㊧調ᰝ

㻿㻱㻰（㻿㼡㼞㼢㼑㼥㻌㼛㼒㻌㻱㼍㼞㼚㼑㼐
㻰㼛㼏㼠㼛㼞㼍㼠㼑㼟）

㻿㻰㻾（㻿㼡㼞㼢㼑㼥㻌㼛㼒㻌㻰㼛㼏㼠㼛㼞㼍㼠㼑
㻾㼑㼏㼕㼜㼕㼑㼚㼠㼟）

㻱㼍㼞 㼘㼥㻌㻰㻸㻴㻱㻌㻔㻰㼑㼟㼠㼕㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼟㻌㼛㼒
㻸㼑㼍㼢㼑㼞㼟㻌㼒㼞㼛㼙㻌㻴㼕㼓㼔㼑㼞

㻱㼐㼡㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻕

㻌㻸㼛㼚㼓㼕㼠㼡㼐㼕㼚㼍㼘 㻌㻰㻸㻴㻱
㻔㻰㼑㼟㼠㼕㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼟㻌㼛㼒㻌㻸㼑㼍㼢㼑㼞㼟㻌㼒㼞㼛㼙

㻴㼕㼓㼔㼑㼞㻌㻱㼐㼡㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻕
調ᰝの
⤫ᣓ・ᚋ

㻺㻿㻲、㻺㻵㻴、㼁㻿㻱㻰、㼁㻿㻰㻭、
㻺㻱㻴、㻺㻭㻿㻭

㻺㻿㻲、㻺㻵㻴
㻴㻱㻿㻭㻌（㻴㻱㻲㻯㻱、㻾㻯㼁㻷等の
ᨻᗓᶵ㛵のᚋと䝕ー䝍共有）

㻴㻱㻿㻭㻌（㻴㻱㻲㻯㻱、㻾㻯㼁㻷等の
ᨻᗓᶵ㛵のᚋと䝕ー䝍共有）

調ᰝの
実ົ担ᙜ

シ䜹䝂大Ꮫの㻺㻻㻾㻯および
༤ኈྕをᤵ䛩る大Ꮫ

シ䜹䝂大Ꮫの㻺㻻㻾㻯
（出㌟大Ꮫはཎ๎として㻿㻰㻾調
ᰝに㛵しない）

Ꮫ位をᤵ䛩るྛ大Ꮫ
（大Ꮫが調ᰝ会社を利⏝䛩る䛣
ともある）

㐣ཤ3回は㻵㻲㻲㻌㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏䡄社
（出㌟大Ꮫは༞ᴗ生の㐃⤡ඛ
をᥦ౪）

調ᰝ協力の
ἲ的᰿ᣐ

大Ꮫ・༤ኈㄢ⛬ಟ⪅ともに自
Ⓨ的に協力し、ἲ的⩏ົはない
（大Ꮫ、ಟ⪅ともに調ᰝ䜈の
協力ᣄྰもㄆめられるが、䜋と
䜣䛹全ての大Ꮫが協力）

༤ኈㄢ⛬ಟ⪅は自Ⓨ的に協
力し、ἲ的⩏ົはない
（ಟ⪅は、調ᰝ䜈の協力ᣄྰ
もㄆめられる）

㧗等教育ᶵ㛵に調ᰝ協力のἲ
的⩏ົがあるが、༞ᴗ生は自
Ⓨ的な協力
（༞ᴗ生は、調ᰝ䜈の協力ᣄྰ
もㄆめられる）

㧗等教育ᶵ㛵には㐃⤡ඛをಖ
つᙧで協力䛩るἲ的⩏ົがあ
るが、༞ᴗ生は自Ⓨ的な協力
（༞ᴗ生は、調ᰝ䜈の協力ᣄྰ
もㄆめられる）

調ᰝ㛤ጞᖺ
1957ᖺ

㼇1957ᖺ7᭶䡚1958ᖺ6᭶ಟ⪅㼉
1973ᖺ

㻲㻰㻿のᚋ⥅として2002ᖺ

㼇2002ᖺ8᭶䡚2003ᖺ7᭶༞ᴗ生㼉

2002㻛03の༞ᴗ生にᑐして⣙3ᖺ

༙ᚋの2006ᖺに第୍回実

調ᰝ࿘ᮇ ẖᖺ調ᰝ 2ᖺに୍度の㝸ᖺ調ᰝ
ẖᖺ

（ᖺ2回実して1ᖺ分にまとめる）
2ᖺに୍度の㝸ᖺ調ᰝ

⡿ᅜ ⱥᅜ

ㄪ
ᰝ
ᇶ
┙

調ᰝ名

 
 

 ⡿ᅜの SDR においては、連⤡ඛ明者の連⤡ඛを本᱁的に調査して、ᅇ⋡を向上させている。ま

た、ⱥᅜの Longitudinal DLHE においては、3 種の調査手ẁをẁ㝵的に用いる A ⩌をᒙ化抽出するこ

とで、ẕ集ᅋが少ないᒙのᅇ⋡を高めてࢧンプルࢧイࢬを確保している。その一方で、A ⩌௨外の者

には㟁子࣓ールでの調査౫㢗およࡧウࣈ࢙での調査ᐇと画一的ฎ理ができる調査方法に⤫一するこ

とで、調査費用をᢚえつつ全యのᅇ⟅ᩘを高めている。⡿ᅜおよࡧⱥᅜにおける DLHE の調査ᴫ要お

よࡧデータ用を⾲ 3 に♧す。 
⡿ᅜにおける༤ኈ課⛬ಟᚋの㏣㊧調査である SDR は新つ༤ኈ課⛬ಟ者のᶆ本の確保というⅬに

おいても、性別等の基本データのఏ㐩というⅬにおいても、༤ኈ課⛬ಟ時の SED を土ྎとして用い

ている。また、ⱥᅜにおける༞業の⣙ 3 年༙ᚋにおける Longitudinal DLHE に関しては、ᶆ本の確保

およࡧ㏣㊧調査のチㅙというⅬにおいて、༞業 6 ࣨ᭶ᚋの調査である Early DLHE を土ྎとして用

いている。なお、ⱥᅜにおいては HESA が、ⱥᅜ内の高等ᩍ⫱機関の学生データを Student record と

して保持している。Student record から得られた性別や生年といった基本情報は Early DLHE およࡧ

Longitudinal DLHE の集計や分析にఏ㐩される。土ྎとなる調査を用いて、調査項目ᩘを⤠ってᅇ⟅

負担を軽減するඹに㠀ᅇ⟅者の属性をุ別し、ẕ集ᅋඖの精ᗘを高めている。 
 データ用・公㛤においては、ಶேが特定できる情報を公㛤しないไ⣙がある一方で、機関レ࣋ルの

データが公㛤されるのは、日本における公的⤫計と異なるⅬである。Early DLHE においては機関レ࣋

ルで調査対象者ᩘやᅇ⋡が公㛤されるᙧなっており、機関に対するᅇのインセンティࣈ向上の一つ
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CDH ンプリング調査、ᅜໃ調査から༤ኈྕྲྀ得者の学ࢧ、の対ᛂの方法はᅜによって様々であり

Ṕを集計したデータ、それらの⤌ࡳ合ࢃせなどྛᅜの⊂自の方法で調査が行ࢃれている。ྛᅜそれぞれ

の CDH の対ᛂに関する工夫はあるものの 69 ṓまでのᗈ範な༤ኈྕྲྀ得者のデータを正確にᩚഛして

いるᅜは少ない。また、これから༤ኈ課⛬ಟ者の調査を㛤始することはẚ㍑的容᫆であるが、ᅜ内ᒃ

住者全యから༤ኈྕྲྀ得者を調査することはᅔ㞴である。このⅬを考慮し、┤㏆の༤ኈྕಟ者の㐍㊰

に関する࣐イクロデータを用いて、㏆年の༤ኈྕྲྀ得者の㐍㊰等を調査・分析するᯟ⤌ࡳ

㸦KnowINNO-CDH）が時㝈プロジ࢙クトとしてᐇ中となっている。 
 

�� ⡿ᅜ࣭ⱥᅜࡿࡅ࠾༤ኈㄢ⛬ಟ⪅㛵ࡿࡍㄪᰝᴫせ 
 OECD でᐇされているᅜ内のᒃ住者全యの CDH に関する⡿ᅜのඖデータは SDR であり、㏆年の

༤ኈྕྲྀ得者に関する KnowINNO-CDH にᥦ出しているⱥᅜのඖデータは Longitudinal DLHE であ

る。⡿ᅜ、ⱥᅜඹに༤ኈ課⛬ಟ時・┤ᚋにおける調査である SED、Early DLHE がそれぞれの土ྎ

となっている。 
 ⡿ᅜにおける SED およࡧ SDR は NSF䠄National Science Foundation㸸⡿ᅜᅜ❧⛉学㈈ᅋ䠅➼䛜調査

を⤫ᣓし、ࢩカࢦ大学の NORC䠄National Opinion Research Center䠖⡿ᅜୡㄽ研究䝉ン䝍ー䠅䛜ㄪ査ᐇົ

䜢ᢸ䛳䛶䛔䜛䚹୍᪉、ⱥᅜ䛻䛚䛡䜛 DLHE は HESA㸦Higher Education Statistics Agency䠖高等ᩍ⫱⤫計

ᒁ）が調査を⤫ᣓしている。⡿ᅜ・ⱥᅜにおける༤ኈ課⛬ಟ者調査の調査基┙を⾲ 2 に♧す。 
 

⾲ 2㸸⡿ᅜ・ⱥᅜにおける༤ኈ課⛬ಟ者調査の調査基┙ 

༤ኈㄢ⛬ಟ時の調ᰝ
༤ኈㄢ⛬ಟᚋの

㏣㊧調ᰝ
㧗等教育ᶵ㛵

༞ᴗ┤ᚋの調ᰝ
㧗等教育ᶵ㛵

༞ᴗᚋの㏣㊧調ᰝ

㻿㻱㻰（㻿㼡㼞㼢㼑㼥㻌㼛㼒㻌㻱㼍㼞㼚㼑㼐
㻰㼛㼏㼠㼛㼞㼍㼠㼑㼟）

㻿㻰㻾（㻿㼡㼞㼢㼑㼥㻌㼛㼒㻌㻰㼛㼏㼠㼛㼞㼍㼠㼑
㻾㼑㼏㼕㼜㼕㼑㼚㼠㼟）

㻱㼍㼞 㼘㼥㻌㻰㻸㻴㻱㻌㻔㻰㼑㼟㼠㼕㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼟㻌㼛㼒
㻸㼑㼍㼢㼑㼞㼟㻌㼒㼞㼛㼙㻌㻴㼕㼓㼔㼑㼞

㻱㼐㼡㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻕

㻌㻸㼛㼚㼓㼕㼠㼡㼐㼕㼚㼍㼘 㻌㻰㻸㻴㻱
㻔㻰㼑㼟㼠㼕㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼟㻌㼛㼒㻌㻸㼑㼍㼢㼑㼞㼟㻌㼒㼞㼛㼙

㻴㼕㼓㼔㼑㼞㻌㻱㼐㼡㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻕
調ᰝの
⤫ᣓ・ᚋ

㻺㻿㻲、㻺㻵㻴、㼁㻿㻱㻰、㼁㻿㻰㻭、
㻺㻱㻴、㻺㻭㻿㻭

㻺㻿㻲、㻺㻵㻴
㻴㻱㻿㻭㻌（㻴㻱㻲㻯㻱、㻾㻯㼁㻷等の
ᨻᗓᶵ㛵のᚋと䝕ー䝍共有）

㻴㻱㻿㻭㻌（㻴㻱㻲㻯㻱、㻾㻯㼁㻷等の
ᨻᗓᶵ㛵のᚋと䝕ー䝍共有）

調ᰝの
実ົ担ᙜ

シ䜹䝂大Ꮫの㻺㻻㻾㻯および
༤ኈྕをᤵ䛩る大Ꮫ

シ䜹䝂大Ꮫの㻺㻻㻾㻯
（出㌟大Ꮫはཎ๎として㻿㻰㻾調
ᰝに㛵しない）

Ꮫ位をᤵ䛩るྛ大Ꮫ
（大Ꮫが調ᰝ会社を利⏝䛩る䛣
ともある）

㐣ཤ3回は㻵㻲㻲㻌㻾㼑㼟㼑㼍㼞㼏䡄社
（出㌟大Ꮫは༞ᴗ生の㐃⤡ඛ
をᥦ౪）

調ᰝ協力の
ἲ的᰿ᣐ

大Ꮫ・༤ኈㄢ⛬ಟ⪅ともに自
Ⓨ的に協力し、ἲ的⩏ົはない
（大Ꮫ、ಟ⪅ともに調ᰝ䜈の
協力ᣄྰもㄆめられるが、䜋と
䜣䛹全ての大Ꮫが協力）

༤ኈㄢ⛬ಟ⪅は自Ⓨ的に協
力し、ἲ的⩏ົはない
（ಟ⪅は、調ᰝ䜈の協力ᣄྰ
もㄆめられる）

㧗等教育ᶵ㛵に調ᰝ協力のἲ
的⩏ົがあるが、༞ᴗ生は自
Ⓨ的な協力
（༞ᴗ生は、調ᰝ䜈の協力ᣄྰ
もㄆめられる）

㧗等教育ᶵ㛵には㐃⤡ඛをಖ
つᙧで協力䛩るἲ的⩏ົがあ
るが、༞ᴗ生は自Ⓨ的な協力
（༞ᴗ生は、調ᰝ䜈の協力ᣄྰ
もㄆめられる）

調ᰝ㛤ጞᖺ
1957ᖺ

㼇1957ᖺ7᭶䡚1958ᖺ6᭶ಟ⪅㼉
1973ᖺ

㻲㻰㻿のᚋ⥅として2002ᖺ

㼇2002ᖺ8᭶䡚2003ᖺ7᭶༞ᴗ生㼉

2002㻛03の༞ᴗ生にᑐして⣙3ᖺ

༙ᚋの2006ᖺに第୍回実

調ᰝ࿘ᮇ ẖᖺ調ᰝ 2ᖺに୍度の㝸ᖺ調ᰝ
ẖᖺ

（ᖺ2回実して1ᖺ分にまとめる）
2ᖺに୍度の㝸ᖺ調ᰝ

⡿ᅜ ⱥᅜ

ㄪ
ᰝ
ᇶ
┙

調ᰝ名

 
 

 ⡿ᅜの SDR においては、連⤡ඛ明者の連⤡ඛを本᱁的に調査して、ᅇ⋡を向上させている。ま

た、ⱥᅜの Longitudinal DLHE においては、3 種の調査手ẁをẁ㝵的に用いる A ⩌をᒙ化抽出するこ

とで、ẕ集ᅋが少ないᒙのᅇ⋡を高めてࢧンプルࢧイࢬを確保している。その一方で、A ⩌௨外の者

には㟁子࣓ールでの調査౫㢗およࡧウࣈ࢙での調査ᐇと画一的ฎ理ができる調査方法に⤫一するこ

とで、調査費用をᢚえつつ全యのᅇ⟅ᩘを高めている。⡿ᅜおよࡧⱥᅜにおける DLHE の調査ᴫ要お

よࡧデータ用を⾲ 3 に♧す。 
⡿ᅜにおける༤ኈ課⛬ಟᚋの㏣㊧調査である SDR は新つ༤ኈ課⛬ಟ者のᶆ本の確保というⅬに

おいても、性別等の基本データのఏ㐩というⅬにおいても、༤ኈ課⛬ಟ時の SED を土ྎとして用い

ている。また、ⱥᅜにおける༞業の⣙ 3 年༙ᚋにおける Longitudinal DLHE に関しては、ᶆ本の確保

およࡧ㏣㊧調査のチㅙというⅬにおいて、༞業 6 ࣨ᭶ᚋの調査である Early DLHE を土ྎとして用

いている。なお、ⱥᅜにおいては HESA が、ⱥᅜ内の高等ᩍ⫱機関の学生データを Student record と

して保持している。Student record から得られた性別や生年といった基本情報は Early DLHE およࡧ

Longitudinal DLHE の集計や分析にఏ㐩される。土ྎとなる調査を用いて、調査項目ᩘを⤠ってᅇ⟅

負担を軽減するඹに㠀ᅇ⟅者の属性をุ別し、ẕ集ᅋඖの精ᗘを高めている。 
 データ用・公㛤においては、ಶேが特定できる情報を公㛤しないไ⣙がある一方で、機関レ࣋ルの

データが公㛤されるのは、日本における公的⤫計と異なるⅬである。Early DLHE においては機関レ࣋

ルで調査対象者ᩘやᅇ⋡が公㛤されるᙧなっており、機関に対するᅇのインセンティࣈ向上の一つ

となっていると考えられる。 
 

⾲ 3㸸⡿ᅜ・ⱥᅜにおける༤ኈ課⛬ಟ者調査の調査ᴫ要およࡧデータ用 

༤ኈㄢ⛬ಟ時の調ᰝ
༤ኈㄢ⛬ಟᚋの

㏣㊧調ᰝ
㧗等教育ᶵ㛵

༞ᴗ┤ᚋの調ᰝ
㧗等教育ᶵ㛵

༞ᴗᚋの㏣㊧調ᰝ

㻿㻱㻰（㻿㼡㼞㼢㼑㼥㻌㼛㼒㻌㻱㼍㼞㼚㼑㼐
㻰㼛㼏㼠㼛㼞㼍㼠㼑㼟）

㻿㻰㻾（㻿㼡㼞㼢㼑㼥㻌㼛㼒㻌㻰㼛㼏㼠㼛㼞㼍㼠㼑
㻾㼑㼏㼕㼜㼕㼑㼚㼠㼟）

㻱㼍㼞 㼘㼥㻌㻰㻸㻴㻱㻌㻔㻰㼑㼟㼠㼕㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼟㻌㼛㼒
㻸㼑㼍㼢㼑㼞㼟㻌㼒㼞㼛㼙㻌㻴㼕㼓㼔㼑㼞

㻱㼐㼡㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻕

㻌㻸㼛㼚㼓㼕㼠㼡㼐㼕㼚㼍㼘 㻌㻰㻸㻴㻱
㻔㻰㼑㼟㼠㼕㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼟㻌㼛㼒㻌㻸㼑㼍㼢㼑㼞㼟㻌㼒㼞㼛㼙

㻴㼕㼓㼔㼑㼞㻌㻱㼐㼡㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻕

調ᰝᑐ㇟⪅
◊✲㛵㐃の༤ኈㄢ⛬ಟ⪅全ဨ

（㻹.㻰.等の実ົに㛵䛩るᏛ位は㝖

くが、人文ⱁ⾡もྵむ全分㔝）

⡿ᅜ大Ꮫの◊✲㛵㐃の༤ኈㄢ⛬

ಟ⪅（人文ⱁ⾡を㝖く分㔝）で

75ṓ以下の⡿ᅜෆᅾఫ⪅

㧗等教育の༞ᴗ生全ဨ

（2010㻛11༞ᴗ生調ᰝまでは入Ꮫ

๓のᒃఫᆅが㻱㼁እの⪅および⫋

ᴗ資᱁に㛵㐃䛩るㄢ⛬は㝖く）

㻱㼍㼞㼘 㼥㻌㻰㻸㻴㻱の回答⪅全ဨ

（㻱㼍㼞㼘 㼥㻌㻰㻸㻴㻱回答時に㏣㊧調ᰝ

䜈の協力をᣄྰした⪅には調ᰝを

⾜わない）

調ᰝᑐ㇟⪅
からぢた
調ᰝ時点

༤ኈㄢ⛬ಟ時点
2ᖺに୍回の㏣㊧調ᰝ

調ᰝ時点は10᭶

༞ᴗの⣙6䞄᭶ᚋ

（8᭶䡚12᭶の༞ᴗは⩣ᖺ4᭶

1᭶䡚7᭶の༞ᴗは⩣ᖺ1᭶）

༞ᴗの⣙3ᖺ༙ᚋの11᭶

ẕ㞟ᅋ
の人数

48㻘069人

䛆2010ᖺ度調ᰝ䠖418ᶵ㛵䛇

752㻘000人

䛆2008ᖺ㻿㻰㻾調ᰝによる᥎定値䛇

2010㻛11༞ᴗ生全య䠖526㻘225人

うち༤ኈㄢ⛬ಟ⪅䠖10㻘395人

䛆2010㻛11༞ᴗ生調ᰝ䠖165ᶵ㛵䛇

2006㻛07の㻱㼍㼞㼘 㼥㻌㻰㻸㻴㻱に回答

し、㏣㊧調ᰝをᣄྰしなか䛳た⪅䠖

332㻘110人

うち㐃⤡ඛがุ᫂⪅䠖220㻘841人

ᶆᮏの
ᢳ出᪉ἲ

なし（ᜳⓙ調ᰝ）

๓回の㻿㻰㻾のᑐ㇟⪅⣙9割と┤

㏆2ᖺの㻿㻱㻰のᑐ㇟⪅⣙1割をᒙ

化ᢳ出

（ẕ㞟ᅋの᥎定値の5.3㻑に┦ᙜ䛩

る40㻘093人に調ᰝ実）

なし（ᜳⓙ調ᰝ）

3✀の調ᰝ手ẁをẁ㝵的に⏝いる

㻭⩌をᒙ化ᢳ出し、はメールの

みで調ᰝ

（㻱㼍㼞㼘 㼥㻌㻰㻸㻴㻱回答時に㏣㊧調ᰝ

をᣄྰしなか䛳た⪅はᜳⓙ調ᰝ）

調ᰝ
ᑐ㇟⪅の
㐃⤡ඛ
ᢕᥱ᪉ἲ

༤ኈྕをᤵ䛩る大Ꮫが༤ኈㄢ

⛬ಟ⪅䜈㐃⤡

（大Ꮫが㐃⤡ඛをぢつ䛡られな

か䛳た場合は、㻺㻻㻾㻯が௦⾜䛩る

䛣ともある）

㐣ཤの㻿㻱㻰、㻿㻰㻾調ᰝから㐃⤡ඛ

をᢕᥱ

（㐃⤡ྍであ䛳た場合、㻺㻻㻾㻯

はᮏ᱁的な㐃⤡ඛの調ᰝを実）

㧗等教育ᶵ㛵がಖ有している༞

ᴗ生の㐃⤡ඛを䛳て、㧗等教育

ᶵ㛵が実

（大Ꮫが調ᰝ⚊のⓎ㏦等に会社を

う䛣ともある）

㧗等教育ᶵ㛵がಖ有している㐃

⤡ඛ情報を調ᰝ会社に㐃⤡

（㐃⤡ྍでも、調ᰝ会社はᮏ᱁

的な㐃⤡ඛの調ᰝを⾜わない）

調ᰝ手ẁ
㻌⣬䜈のグ入（大Ꮫから㒑㏦）

・㻌䜴䜵ブ調ᰝ

・㻌㻯㻭㼀㻵（コン䝢ュー䝍⿵ຓの㟁ヰ）

・㻌⣬䜈のグ入（㒑㏦）

・㻌䜴䜵ブ調ᰝ

・㻌㻯㻭㼀㻵㻵（コン䝢ュー䝍⿵ຓの㟁ヰ）

・㻌⣬䜈のグ入（㒑㏦）

・㻌䜴䜵ブ調ᰝ

・㻌㟁ヰでの調ᰝ

ᒙ化ᢳ出された㻭⩌は、

㼇1㼉㻌䜴䜵ブ調ᰝ（メール㐃⤡）

㼇2㼉㻌㟁ヰでの調ᰝ

㼇3㼉㻌㒑㏦調ᰝ

をẁ㝵的に実

㻭⩌以እはメール㐃⤡で㼇1㼉のみ

調ᰝෆᐜ
　䠷䠹ෆは

　ヱᙜ⪅のみ

・ᮏ人および㐃⤡ඛに㛵䛩る䛣と

・家族に㛵䛩る䛣と

・ᑵᏛ㛵㐃（Ꮫ㒊・ಟኈྵむ）

・༤ኈㄢ⛬ಟᚋのィ⏬

・ᐈ観的なປാ≧ἣ

・に㛵䛩る䛣と（主観ྵむ）

・㐣ཤ2ᖺののኚ化、ᑵᏛ

・家族に㛵䛩る䛣と

・ᮏ人および㐃⤡ඛに㛵䛩る䛣と

・㐃⤡ඛおよび調ᰝ᪥のປാ≧ἣ

・༞ᴗした教育ᶵ㛵䜈の評価

・（ෆᐜ、⤥、ᑵ⫋情）

䠷教ဨ資᱁の新ྲྀ得⪅䜈の調ᰝ䠹

䠷ᑵᏛしている⪅䜈の調ᰝ䠹

・調ᰝ᪥のປാ≧ἣ

・༞ᴗした教育ᶵ㛵䜈の評価

・（ෆᐜ、⤥、ᑵ⫋情）

䠷ᑵᏛしている⪅䜈の調ᰝ䠹

䠷◊✲Ꮫ位ྲྀ得⪅䜈の調ᰝ䠹

回率
92.9㻑

䛆2010ᖺ度調ᰝ䠖418ᶵ㛵䛇

ẕ㞟ᅋඖ⏝の䜴䜵イトをつ䛡な

い場合は80.7㻑

（䜴䜵イトをつ䛡ると80.5㻑）

䛆2008ᖺ㻿㻰㻾調ᰝ䛇

全యの回率䠖78.8㻑

　フル䝍イ䝮Ꮫ生回率䠖79.9㻑

　䝟ート䝍イ䝮Ꮫ生回率䠖74.7㻑

䛆2010㻛11༞ᴗ生調ᰝ䠖165ᶵ㛵䛇

調ᰝ౫㢗を⾜䛳た⪅全య䠖22.2㻑

　㻭⩌䠖67㻘210人に౫㢗して、

29㻘338人から回（回率43.7㻑）

　㻭⩌以እ䠖153㻘631人に౫㢗して、

19㻘725人から回（回率12.8㻑）

䛆2006㻛07༞ᴗ生にᑐ䛩る調ᰝ䛇

回率・
回答数
ྥ上の᪉ἲ

・༤ኈㄢ⛬ಟのᚲせ᭩㢮に୍

య化している大Ꮫは㧗回率

・回率が低い大Ꮫは、㻺㻻㻾㻯が

㐃⤡ඛのᢕᥱや╩ಁを䝃䝫ート

・㐃⤡ඛがุูした⪅には、᭱大

で5回の╩ಁ

・㐃⤡ඛ᫂の割合をῶら䛩䛣と

が回率ྥ上につながるため、ᮏ

᱁的調ᰝで㐃⤡ඛをᢕᥱ

・8䞄᭶にわたる長ᮇの回答ᮇ間と

⥥ᐦな╩ಁおよび回答䝃䝫ート

・㔜せな㉁問に㝈定して回答時間

が▷い㻯㻵㻻∧を⏝ព

・大Ꮫ䜈㐃⤡ඛ報のಖ持および᭦

新を౫㢗

・ᶵ㛵レベルでの回答率୍⯡බ㛤

・䜴䜵ブ上での╩ಁ⏝ⴥ᭩の㓄ᕸ

・イギ䝸スྛᆅで㧗等教育ᶵ㛵ྥ

䛡のㅮ⩦会を実

・大Ꮫにᑐして、༞ᴗ生の㑅ᢥの

もと、回答ෆᐜや㐃⤡ඛを伝達

・㻭⩌に㛵しては、3✀の調ᰝ手ẁ

をẁ㝵的に⏝いて回率をྥ上

・㻭⩌以እは、㟁子メールによ䛳

て、調ᰝ㈝⏝をᢚえつつ回答数の

ྥ上

䝕ー䝍間㐃ᦠ
　情報伝達・

　非回答⪅の

　ᒓ性ᢕᥱ

性ู、生ᖺ᭶᪥とい䛳た༤ኈ

ㄢ⛬ಟ⪅の個人䝕ー䝍は㻿㻱㻰

でึめてྲྀ得

（㻿㻱㻰非回答でも大Ꮫからのᇶᮏ

情報のᥦ出によ䛳て情報を⿵）

　　㻿㻱㻰や㐣ཤの㻿㻰㻾の調ᰝ⤖

果と個人༢位でマ䝑チン䜾を⾜

い、組み合わせて分ᯒྍ

（㻿㻰㻾では㻿㻱㻰で調ᰝ῭の䛣とは

調ᰝしないが、マ䝑チン䜾のミス㜵

Ṇのため、生ᖺ᭶᪥は度調ᰝ）

㻴㻱㻿㻭はᏛ生時からྠ୍人物を

識ูした㻵㻰を全Ꮫ生にし、ᅾ

Ꮫ時の㻿㼠㼡㼐㼑㼚㼠㻌 㼞㼑㼏㼛㼞㼐から個人

㻵㻰でマ䝑チン䜾し情報を⿵

（㻱㼍㼞㼘 㼥㻌㻰㻸㻴㻱ෆで性ูや生ᖺを

調ᰝしない）

　　ᅾᏛ時の㻿㼠㼡㼐㼑㼚㼠㻌 㼞㼑㼏㼛㼞㼐お

よび㻱㼍㼞㼘㼥㻌㻰㻸㻴㻱と個人༢位で

マ䝑チン䜾し情報を⿵

（㻸㼛㼚㼓 㼕 㼠㼡㼐㼕㼚㼍 㼘 㻌㻰㻸㻴㻱では、性

ู、生ᖺ、༞ᴗ┤ᚋの≧ἣを調ᰝ

しない）

䝕ー䝍利⏝・
䝕ー䝍බ㛤

・㻺㻿㻲のᨻ⟇、報࿌᭩等に利⏝

・個人を≉定できる情報はබ㛤し

ないが、大Ꮫูの㻿㻱㻰のヱᙜ人

数な䛹ᶵ㛵ู䝕ー䝍は୍㒊බ㛤

・㞟ィ䝕ー䝍の୍⯡බ㛤（㞟ィ

䝕ー䝍の⠊ᅖで௵ពの⾲をస成

できる䜴䜵ブ䝃イトもあり）

・ẕ㞟ᅋඖ⏝の䜴䜵イトを⏝いて

㞟ィし、報࿌᭩等に利⏝

・㞟ィ䝕ー䝍の୍⯡බ㛤（㞟ィ

䝕ー䝍のᅗ⾲を㻺㻿㻲の䜴䜵ブ䝃イ

トから䝎䜴ン䝻ードできる）

・⤖果をຍᕤし、人ཱྀ全యに㛵䛩

る㻯㻰㻴䜈のᥦ出⏝䝕ー䝍をస成

・㻴㻱㻿㻭の報࿌᭩等に利⏝

・ᚋᶵ㛵と䝕ー䝍を共有し、ᚋ

ᶵ㛵が㐠Ⴀ䛩る大Ꮫ䝕ー䝍ベー

ス等に活⏝

・㧗等教育ᶵ㛵レベルでの୍⯡බ

㛤（㻱㼍㼞㼘㼥㻌㻰㻸㻴㻱のヱᙜ⪅数、回答

⪅数、㐍㊰༊分等）

・ẕ㞟ᅋඖ⏝の䜴䜵イトを⏝いて

㞟ィし、㻴㻱㻿㻭の報࿌᭩等に利⏝

・ᶵ㛵ูでは、༑分な䝃ンプル䝃

イ䝈がないため、出㌟㧗等教育ᶵ

㛵レベルではබ㛤しない

・⤖果をຍᕤし、㻷㼚㼛㼣㻵㻺㻺㻻㻙

㻯㻰㻴䜈のᥦ出⏝䝕ー䝍をస成

第୕⪅の
個⚊䝕ー䝍
の利⏝

㻾㼑㼟㼠㼞㼕㼏㼠㼑㼐㻙㼁㼟㼑䝕ー䝍として、⡿

ᅜのᶵ㛵にめる◊✲⪅がཝ㔜

な䝕ー䝍⟶⌮と個ู情報の情報

非㛤示をㄋ⣙して⏦ㄳ

㻿㻱㻰とྠᵝに㻾㼑㼟㼠㼞㼕㼏㼠㼑㼐㻙㼁㼟㼑䝕ー

䝍として、⡿ᅜにめる⡿ᅜのᶵ

㛵にめる◊✲⪅がཝ㔜な䝕ー

䝍⟶⌮と個ู情報の情報㛤示を

ᐉㄋして⏦ㄳ

㻮㼑㼟㼜㼛㼗㼑㻌㼐㼍㼠㼍㻌㼟㼑㼞㼢㼕㼏㼑として、個人

情報の非㛤示、ཝ㔜な䝕ー䝍⟶⌮

にㄋ⣙の上で䝕ー䝍㞟ィおよび

䝕ー䝍ᥦ౪にᑐᛂ

㻱㼍㼞㼘㼥㻌㻰㻸㻴㻱とྠᵝに㻮㼑㼟㼜㼛㼗㼑

㼐㼍㼠㼍㻌㼟㼑㼞㼢㼕㼏㼑として、個人情報の非

㛤示、ཝ㔜な䝕ー䝍⟶⌮にㄋ⣙の

上で䝕ー䝍㞟ィおよび䝕ー䝍ᥦ౪

にᑐᛂ

ⱥᅜ

調ᰝ名

ㄪ
ᰝ
ᴫ
せ

ࢹ
勖

ࢱ

⏝

⡿ᅜ
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⾲ 4 は⡿ᅜにおける 2008 年の SDR 調査の結果から得られた⡿ᅜにおける༤ኈྕྲྀ得者㸦ே文ⱁ⾡

を㝖く）の分㔝別ேᩘと㞠用者のᑵ業部門である。ศ㔝䠄人ᩥⱁ⾡㝖䛟䠅䜢ぢ䛶も、学➼の 4 年ไのᩍ

⫱機㛵䛻ᡤ属䛩䜛者 41.4䠂䛻ḟ䛔で、Ẹ間業䛻ᡤ属䛩䜛者䛜 32.6䠂䛸ྜ䛜高䛔䚹䜎た、䝁ンピ䝳ー䝍・

ሗ⛉学䜔≀⌮⛉学、工学䛻䛚䛔䛶は、Ẹ間業䛻ᡤ属䛩䜛者䛜ᑵ業䝉䜽䝍ーのྜの➨ 1 䜢༨䜑䛶䛚䜚、

⡿ᅜ䛻䛚䛔䛶༤ኈㄢ⛬修了者䛜Ẹ間業䛻ᑵ⫋䛩䜛䛣䛸䛜୍⯡ⓗ䛸䛺䛳䛶䛔䜛䛣䛸䛜♧䛥䜜䛶䛔䜛䚹 
 

⾲ 4㸸SDR㸦2008 年調査）分㔝別㸸⡿ᅜの༤ኈྕྲྀ得者のேᩘ・ᑵ業セクターの合 

全人数
㞠⏝⪅数
（フル䝍イ䝮・

䝟ート䝍イ䝮）

4ᖺไの
教育ᶵ㛵㻌㻖

Ẹ間ᴗ
Ẹ間

非Ⴀ利ᅋయ
㐃㑥ᨻᗓ

ᕞᨻᗓ・ᆅ
᪉ᨻᗓ

自Ⴀᴗ 䛭の

全分㔝（人文ⱁ⾡を㝖く） 752㻘000 651㻘200 41.4% 32.6㻑 6.6㻑 6.7㻑 2.9㻑 6.3㻑 3.5%
生物⛉Ꮫ・㎰Ꮫ・環境⛉Ꮫ 188㻘000 164㻘000 47.0㻑 26.3㻑 8.5% 8.7% 2.7㻑 3.4% 3.4%
コン䝢ュー䝍ー・情報⛉Ꮫ 16㻘900 16㻘200 42.6㻑 45.7% 3.7% 3.1% 1.2㻑 2.5㻑 1.9㻑
数Ꮫ・⤫ィᏛ 35㻘700 30㻘000 57.3% 27.0㻑 3.3% 5.0㻑 0.7㻑 3.0㻑 3.3%
物⌮⛉Ꮫ 139㻘100 115㻘300 33.7% 44.0㻑 5.5% 7.5% 2.2㻑 3.6㻑 3.6㻑
心⌮Ꮫ 112㻘300 99㻘200 33.5% 19.9㻑 9.8㻑 5.1% 5.7% 20.3㻑 5.8%
社会⛉Ꮫ 95㻘900 81㻘500 61.5㻑 13.1% 6.3㻑 5.8% 3.3% 4.8% 5.3%
ᕤᏛ 131㻘800 116㻘000 26.2㻑 57.2㻑 3.2㻑 6.1㻑 2.0㻑 4.3% 0.9㻑
ಖ健 32㻘100 28㻘900 54.7% 20.4㻑 9.3㻑 6.6㻑 2.8㻑 3.1% 3.1%

出㻦㻌㻌㻿㼡㼞㼢㼑㼥㻌㼛㼒㻌㻰㼛㼏㼠㼛㼞㼍㼠㼑㻌㻾㼑㼏㼕㼜㼕㼑㼚㼠㼟㻦㻌2008㻌（㻺㻿㻲　㻵㼚㼒㼛㻮㼞㼕㼑㼒㻌㻺11㻙308）のබ⾲䝕ー䝍より➹⪅స成

人数䠖人（᥎定値） 㞠⏝⪅（フル䝍イ䝮・䝟ート䝍イ䝮）に༨めるᑵᴗ㒊㛛の割合（᥎定値）

　㻖4ᖺไの教育ᶵ㛵は、大Ꮫ、་⛉大Ꮫ（大Ꮫᒓ㝔をྵむ）、大Ꮫの⨨◊✲ᡤをྵ䜣でいる䚹

༤ኈྕの分㔝

人数・㞠⏝⪅数

・ᑵᴗ㒊㛛

 
 
⾲ 5 は、ⱥᅜにおけるࣇルタイ࣒大学㝔生㸦研究）に関して Early DLHE の調査結果から༞業ᚋ⣙ 6

ࣨ᭶の状ἣを行にとり、Longitudinal DLHE の調査結果から༞業ᚋ⣙ 3 年༙ᚋの状ἣをิにとって⾲

している。༞業ᚋ⣙ 6 ࣨ᭶ᚋの状ἣによって⣙ 3 年༙ᚋの状ἣの合が大きく異なっていることが♧さ

れている。 
 

⾲ 5㸸ⱥᅜにおける 2006/07 ༞業のࣇルタイ࣒大学㝔生㸦研究）の༞業ᚋ 2 時Ⅼの状ἣ

フル䝍イ
䝮の
のみに
ᚑ

䝟ート䝍イ
䝮の
のみに
ᚑ

䝪ラテ䜱
䜰・無⤥
のの
みにᚑ

㞠⏝ᙧែ
が᫂

ᑵᴗと
ᑵᏛの
୧᪉

ᑵᏛのみ

䜻䝱䝸䜰
䝫ートフ䜷
䝸䜸の
స成

ኻᴗと
᥎定

㞠⏝の
情報᫂

䛭の ຍ㔜
䝃ンプル
䝃イ䝈

フル䝍イ䝮ののみにᚑ ����� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���
䝟ート䝍イ䝮ののみにᚑ ����� ����� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��
䝪ラテ䜱䜰・無⤥ののみにᚑ � � � � � � � � � � �
ᑵᴗとᑵᏛの୧᪉ ����� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���
ᑵᏛのみ ����� ���� ���� ���� ���� ����� ���� ���� ���� ���� ��
ኻᴗと᥎定 ����� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����� ���� ���� ��
㞠⏝の情報᫂ ����� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����� ���� ��
䛭の � � � � � � � � � � �
合ィ ����� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���

出㻦㻌㻌㻸㼛㼚㼓㼕㼠㼡㼐㼕㼚㼍㼘㻌㻌㻰㻸㻴㻱㻌（2006㻛07༞ᴗ生䜈の2010㻛11調ᰝ）のබ⾲䝕ー䝍より➹⪅స成

༞ᴗの⣙3ᖺ༙ᚋの

2010ᖺ11᭶29᪥
の≧ἣ2006/07 ༞ᴗ⪅の

༞ᴗの⣙༙ᖺᚋの≧ἣ

 
 

 ࡚࠼ࡧ⤖ ��
 
日本は学生の༞業ᚋの状ἣᢕᥱによるᩍ⫱ຠ果の定㔞ᢕᥱや༞業者からの意見集というⅬに関し

て、ㅖ外ᅜから大きく❧ࡕᚋれている。この状ἣをᡴࡕ◚るために、⡿ᅜ・ⱥᅜの༤ኈ課⛬ಟ者の調

査タ計を参考にして༤ኈேᮦデータ࣋ースを新つ構築する。ேᮦ⫱ᡂの状ἣをᢕᥱし、定㔞分析による

ᨻ策Ỵ定の基┙をసりあࡆるためには重要なデータ࣋ースであると考えている。᭷┈な༤ኈேᮦのデー

タ࣋ースのᡂ、大学のᾐ㏱、全ᅜ展㛤がᐇ現するようࡈຓゝ・ࡈ༠ຊをお㢪いしたい。 
 

 




